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プレゼントのお知らせ

C O N T E N T S

ファンと 冷 却 プレート
ダ ブ ル で“ ヒンヤリ ”

のが、ペルチェ素子冷却プレート。パ
ソコンのCPU冷却や小型冷蔵庫にも使
われるペルチェ素子（熱電冷却機能）
によってプレートの表面温度を最大
20℃まで冷やすことができる。
　製品の企画・開発を手がけたアピロ
スの落合謙次郎氏は、「使い方をカスタ
マイズできるのが魅力」と話す。ペル
チェ冷却プレートとファンは単独でも
使え、さらに温度設定は20℃と26℃か
ら選択可能と好みに応じた調整ができ
るのだ。「野外フェスや屋外作業はもち

　年々、進化を遂げる熱中症対策グッ
ズ。この夏は “パーソナルクーラー”
が話題を呼びそうだ。４月に発売され
た今年の新顔、パーソナルクーラー「3D 
NECK FAN with COOLING PLATE」は、
ここ数年で浸透したハンディファンと、
各社から登場しつつあるネッククー
ラーのハイブリッド。手をふさがない
首掛けタイプで、ペルチェ素子冷却プ
レートで首の後ろを直接冷やしながら、
両端のファンが首の前から顔に向けて
風を送り出す。特にヒンヤリ感を作る

ろんのこと、オフィスなど個々が好む
室温が異なる場では、これをプラスす
ることで、快適さが実現できます」。ファ
ンの静音性が高く、仕事中も邪魔にな
らない。真夏でも窓やドアを開けての
換気が求められる昨今、活躍の機会は
多そうだ。
　新商品ながら、すでに警備会社など
から大口の引き合いも来ているという。
軽量でシンプルなデザインは、使う場
所を選ばない。持っていて損はない、
夏の新たな必需品だ。

ご紹介した「3D NECK FAN with COOLING PLATE」を抽選で５名さまにプレゼントします。詳しくは裏表紙をご覧ください。

「3D NECK FAN with COOLING 
PLATE」は、USB充電式で、最長約9
時間の連続使用（ファン動作「弱」の場
合）が可能。約315gと軽量で、首への
負担も少ない。6,570円（税込み）。量販
店やアピロス公式ショップなどで販売中。

文／編集部
写真／三浦伸一
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レンタル最前線
所有から利用へ

法人や個人が所有する車を共同で使用するカーシェア、空き部屋を旅行者に
宿としてシェアするサービスなど、個人の消費傾向が「所有から利用」へと変化しつつある。

建設機械もしかり。現場のニーズの変化やコスト軽減により、保有からレンタルへのシフトが見られる。
「レンタルでお客さまの役に立つ」をモットーに、日立建機のレンタル事業を担当するエキスパート、

その名も「レンタル大輔」「再販マサシ」が、建設機械のレンタル事情やレンタル利用のメリットをレポートする。

文／斉藤俊明　イラスト／本田佳世　写真（ポートレート）／関根則夫

レンタル大輔

必要な分だけ、
必要な時に

循環型社会にも
貢献できる！

再販マサシ



世界全体で建設機械のレンタル市場が伸びを見せている。
背景にはコスト軽減や利便性のニーズに加えて、持続可能な循環型経済への対応もある。
グローバルにレンタル事業を展開する日立建機の取り組みにフォーカスする。

必要な建設機械を必要な時に使う
今、世界で広がる建設機械のレンタル市場

所有から利用へ
レンタル最前線

きめ細かな整備が行き届いた
メーカーならではのサービスを提供

　そうした需要を見越して、日立建機
がレンタル事業を本格スタートしたの
が1996年。日本国内では「REC」ブラ
ンドで展開し、お客さまとともに成長
してきた。その後、海外でもレンタル
事業に本腰を入れるため、英国で
Synergy Hire Ltd.という新会社を設立。
米国ではACME Lift Companyをグルー
プ化し、レンタル事業を強化してきた。
　さらに日立建機ヨーロッパでは2017
年度から「PREMIUM RENTAL」ブラ
ンドを展開している。これは日立建機

グループが定める一定基準を満たした
うえで、グループおよび正規新車代理
店がレンタル資産保有者となり、直接・
間接的にレンタル運営と機械整備を行
うものだ。レンタル終了後は「PREMIUM 
USED」（保証付中古車）として
「PREMIUM RENTAL」と同タイプのロ
ゴを付け再販する。
「レンタルで日立建機の機械を試して
もらうことは、新車販売のみでは接点
のないお客さまとの貴重なタッチポイ
ントになります」（井上）。さらに大和

田はレンタル事業に注力する狙いにつ
いて、こう説明する。「レンタルした建
設機械を、数年後に適切なメンテナン
スを経て比較的新しい中古車として販
売することで、部品再生、ファイナン
スなども含めバリューチェーンがつな
がっていき、お客さまに幅広いソリュー
ションやサービスを提供いたします。
同時に、1台の機械のライフサイクルを
より長くして、製品の長寿命化につな
げられる点において、地球環境対策に
も貢献していく考えです」

　日本、欧州、北米などの先進国を中
心に、今、建設機械のレンタル事業が
拡大している。その市場は日立建機調
べによると、2018年には欧州が約2.9兆
円、北米が約4.9兆円、そして日本は約
1.4兆円に達しており、推定市場規模は
10兆円を超える。過去30年で先進国で
は全建設機械に占めるレンタルの比率
が約50％まで上昇。近年は中国市場も
急拡大していると見られ、今後30年で
中国やインド、東南アジアなどの新興
国でもレンタル比率が先進国並みに上
昇すれば、その市場規模は約30兆円に
成長すると見込まれる。
　ここまで建設機械のレンタル化が進
んだ背景として、製品流通企画部の大
和田はこう指摘する。
「先進国では短期間の都市型工事が多
く、大規模土木等の通年での工事確保
が難しくなっています。建設機械の稼
働時間も多くないことから、必要な時
に利用できるレンタルが資金面で効率
的だというマインドに変わってきまし
た。とりわけ欧州では排出ガス規制が
年々厳しくなり、それに合わせて建設

機械の最新モデルも入れ替わりが激し
い状況です。しかし機械を頻繁に買い
替えるのは現実的ではないため、レン
タルを好むお客さまが増えていったと
いう事情もあります」
　また、国土が広い米国では機械の輸
送費用がかさむため、レンタルが浸透
してきた。近年北米ではオンラインで
建設機械の予約や申し込み、決済がで
きるシェアリングサービスも広がりを
見せ始めており、これから拡大してい
く可能性がある。
　一方、新興国の事情はどうだろうか。
製品流通企画部の井上は次のように語
る。「現状、新興国では長期貸し出しが
多い傾向にあります。レンタルの形態
は、先進国では機械のみを貸し出すド
ライレンタル方式が中心ですが、新興
国はオペレータの操作スキルが成熟し
ていないケースが多いため、オペレー
タ付きのウェットレンタル方式が主流
です。今後、新興国では人口増に伴い
工事量も増えていくので、ウェットレ
ンタルの需要は一層増えると見ていま
す」

レンタル市場の見通しは良好
新興国に成長拡大の余地

アタッチメントの
付け替えニーズが高い

日立建機ヨーロッパが保有するレ
ンタル機を、代理店を通じてお客
さまに提供。代理店は購入の必
要がないため代理店拡大が進んで
いる。アタッチメントが簡単に取り
付けられるクイックヒッチで使用す
るニーズが高い。

欧州

急速に伸びる市場で
今後のビジネスに期待

中国市場は先進国と新興国の中
間に位置づけられ、今、急速に
伸びている。現状は新車購入が
多いが、日立建機のレンタルをき
っかけに新車購入へとつながるケ
ースも多いという。

中国

Synergy Hire社が
お客さまと直で取引

レンタル比率が 57％に達する英国
では、2019年5月に営業を開始し
たSynergy Hire 社がお客さまと
直接取引でレンタル事業を行う。
油圧ショベル・ミニショベルのレン
タルが多い。

英国

中・小型から大型まで
多様な機械のニーズ

東南アジア全般では中・小型機
械が中心だが、インドネシアやアフ
リカでは鉱山関連で大型の油圧シ
ョベルやダンプトラックの需要も。
またタイでは農業現場でのホイー
ルローダの需要も見られる。

アフリカ・
東南アジア

マイニング関連製品の
レンタルも拡大中

大手レンタル会社・Delta Rent
社への貸し出しが中心。それ以外
にマイニング製品も拡大中だ。オ
セアニア地域はドライレンタル方式
が多いがオペレータ付きのウェット
レンタルのケースも。

豪州

重機から小物まで
フルラインアップを用意

「REC」ブランドで、お客さまへ直
接貸し出すレンタル事業を展開。
お客さまの現場の幅広いニーズ
に応えるべく、日立建機製品以
外も取りそろえ、現場丸ごとレン
タルをめざしている。

日本

ACME社とタッグを組み
プレゼンスを強化

国土の広さからレンタル機の浸透
が進む米国。高所作業車を中心
に扱ってきたACME 社だが、日
立建機製品の油圧ショベル・ホイ
ールローダのラインアップを充実さ
せ、大手広域レンタル会社を介し
てお客さまにレンタル商品を提供し
ている。

米国

■レンタルを通じて、お客さまに最適なソリューションを提供

■世界に波及、日立建機のレンタル事業

営業本部
製品流通企画部　
部長代理

大和田将史

再販
マサシこと

営業本部
製品流通企画部

井上大輔

レンタル
大輔こと
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新車購入保有

中古車として購入保有

レンタルシェア

新興国は大規模開発プロ
ジェクトが頻繁に実施され
るうえ、土地の広さからも、
長期貸し出しが中心だ。
操作スキルのある人財が
不足しているため、オペレ
ータ付きのレンタルが主流
である点も特徴的だ。

世界全体では、中型の油圧ショベル・
ミニショベル・ホイールローダを中心
に幅広く展開しているぞ。先進国で
は都市型工事に使われるミニショベ
ルの割合が高く、欧州・北米は短期
レンタルの後、中古車として再販さ
れるケースも多いんだ。

引き続きレンタル
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